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山形県におけるオセルタミビル(商品名 タミフル)耐性を示す

新型インフルエンザウイルスについて

山形県から、タミフル耐性を示すH275Yの遺伝子変異を持つ新型インフ

ルエンザウイルスが分離され、薬剤感受性試験により薬剤耐性が確認され

たとの報告がありましたので、その概要について、別紙のとおり、情報提供し

ます。

                             
 

  



平成22年1月 1 2 日

「タ ミフル」 に耐性を示す新 型インフルエンザウイルスの

確認について

県内の痢浬インフルエンザ患 名力追分 雜された新 型インフルエン ザウイルスから、 オセ ルタミ

ビル 傭品名タミフル)酬生を示少遺伝子変異力郭鰹されましたので、そα井 についてキ迦ら

せします。

1 条*県

0山形県衛 4瞳伝子解折の結果、オセルタミビル耐生マーカーH275Y倒去子

変具が、工2月22日に されました。
0国立 ‘1こ羚いて な を行ナよったところ、下記患岩‘(1名)か

ら分離培養されたウイルスは、 Φオセルタミビノレ (商品名タミフノレ) 而姓、 ②ザナビル
簡品名り レン明  であることが、本日 されました‘

※参考 耐性: 典甜して を持も、 1力劾きにくくなること。
一卿物一確.

2患者の経過等

患者村山地域在住、就詳むの男児
基 ネフローゼ症 (管疾剖、 既往 歴 気管支喘息

11月 7日 家族の一人カミインフルエンザに覆患したため、 抗インフノレエン田築 の予

防 a 5 日まで)

11月14日 咳・鼻デ階吹剛圭状
11月15日 ・熱ミ・榔即ため医療識関を受診

11月16日 ・・再受診。気管支鵬息発作のため入院、 ウイルス検査用の検体課取
衛生研 僚凋 検査て帝浬インフルエン ザの  
抗インフルエンリ築の (21日まで)

1 1月21日  ξ厄腹しi幽完

繩過から予防 の 影響により、 患者の体内でウイルスの が耐倒ヒした可能
性カミある。 この患叡 追周囲  は さ才ゾよかった

※上記の

3その他

0山形県衛生研究所では、これまで卵徑インフルエンザウイルス140株鳳内の患勸、

ら12月17日まで1こ採取した検体から検出)について遺伝子解析を実施したが、 タミフ

ル酬蛙遺伝子力 されたのは、今回力制めてでず。、

0全国では、 1月12日現在、「タミブノレ」耐性協ネ本事伊」を含め32伊 されています。

0厚生労働省によるとタミフルに対ずる耐性を持C遺伝子変異ばウイルスの病原性には

直按影響を及‘壬ずものではないとされています。

※報遡二際して1大患者の個人情細二特段の記慮をお願いいたします。

]

Ⅱ彫県剣起インフルエン岡 局
総合 

担当:‘関・帝湾(促子御一舗励)
 ( 

担当:堀・須藤佃3f30・2質の
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